
 平成23年度当初予算　予算要求シート
-

今年度要求のポイント

Ｈ16年度支援費制度により、短期入
所の利用が急激に増加したため、対
応策として事業実施。Ｈ１８年度自立
支援法施行後も状況は変わらず継続
実施。

短期入所事業所の減により緊急時の
利用がさらに厳しくなることが予想さ
れるため、効率的な利用を促進しな
がら継続実施する。

【経過（～22年度】 【23年度】

項目

障害者自立支援法による短期入所のニーズが高く、障害者の保護者等の入院など
緊急時に空床がないため、短期入所ができない状況が続いている。このため、引
き続き緊急用ベットを２床確保する。

22年度予算

事 業 費

平成23年度要求額

4,150          4,150          

全体事業費

事 業 名 障害者（児）短期入所緊急利用

主な要求内容 （単位：千円）

障害者（児）短期入所緊急利用負担金

平成22年度予算額

(単位　千円)

平成21年度決算額

内容・積算等

4,150

23年度要求額

宿泊一日単価×365日×2床×空床率

4,150 4,150

短期入所ベット数の増や効率的な利用
をさらに促すための事業所間の調整等
を図りながら、緊急用ベットの確保の必
要性を検討する。

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計

緊急時における短期入所の緊急用ベッドを２床確保し、緊急時の対応
を図る。

061

事業内容

関連事業

整理番号 11

障害者の保護者等が入院したときなど、緊急時における短期入所の利
用を円滑に推進するため、短期入所の緊急用ベッドを確保する。

事業目的

障害者自立支援法による短期入所（ショートステイ）

健康福祉局　　障害福祉課局・課名／　　

4,150

事業期間 　H16～　

4,705        


